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情報処理学会誌に「和田英一先生が研究報告に初めて登場するのは, 随分と遅くて, . . . . この点
では, 私の方がはるかに先輩 . . .」と記せし仁あり [0]. 子曰, . . . 人不知而不慍, 不亦君子乎.(i1)

随伴の復刻予稿は私の修士論文 [1]の抄録である. パラメトロン計算機 PC-1[2] のイニシアルオー
ダー R0のハックや, ライブラリの整備より 2年ほど前の仕事だ. (情報処理学会は未だ存在せず.)
1955年, 修士課程進学のとき, パラメトロンはあったが 2周波メモリーは未開発だったので, 修士
1年ではテープレコーダをメモリーに使う実験をした. ディジタル信号と Licklider流の音声の零
交差波を書き込み読み出して遊んでいた. 修士 2年では, 前年に高橋先生が設計し, 同僚が組み立
てたパラメトロン 10進計算機から押しボタン入力, CRT 出力を撤去し, 代りに印刷電信機と紙
テープ送信機を接続して, その制御回路を設計/製作/評価した. それを修士論文にした. 紙テー
プ送信機 2台をコルーティン風に制御し, 命令文を部分的にコピーしたりそれに中間結果を挿入
したりし, さらに出力を再入力すると, いわゆるキューマシンとなり, かなり複雑な計算が可能と
なった. 暫時の後 Dijkstraもコピーによる計算制御方式を提案していると知る.

前段に於て命令文といったのは当時 BNFなど知らず, 計算命令の構成法記述には各構成要素に品
詞を与え, 自然言語の文法様の表現を使ったからである. <45星霜を経て . . . >

2001年の夏のプログラミング・シンポジウム, 大人のためのプログラミングコンテスト [3]の言
語 FIFOLでキューマシンと再会した. 三つ子の魂が生き残っていたのか, 予選は楽勝だった. 修
論の計算機の遅かった如く, FIFOLのプログラムもアーキテクチャが単純なだけあって, データ
が使えるようになるまで待たねばならず, あまつさえプログラミングも困難至極であった.

転じて 2004年秋 9月, Niel Jonesにそそのかされ, FIFOLの自己シミュレータ (万能 FIFOL機
械—UFM)を考える羽目になる. 即座に出来ると直感するも, 通勤の車中でも考え続け, 工夫に工
夫を重ね, 大方は予想通りに完成し, 第 46回プログラミング・シンポジウムで報告した [4]. この
プログラムハックでは, FIFOL用各種ツールも開発/改良した. シミュレータはさらなり. 記号シ
ミュレータ, 変数置換プログラム列発生器, FIFOL→ UFMコード変換器などである. UFM のデ
モ例題の πを計算する Spigotアルゴリズムなど, ツールなしでは FIFOLや UFMへの変換はま
ずおぼつかない. 子貢問為仁, 子曰, 工欲善其事, 必先利其器, . . . .(xv10)

ITの発展にも CSの進展にも皆目役立たぬも, 自分では楽しくプログラムを書き続けられ, 幸せ
なハッカー人生を過ごせたと感謝している. 子曰, 知之者不如好之者, 好之者不如楽之者.(vi20)
参考文献

[0] 萩谷昌己: “研究会たより:電子化された研究報告”, 情報処理学会誌, Vol.43, No.4(2002年 4
月), p.461.
[1] 高橋秀俊, 和田英一: “鑽孔テープを使ったパラメトロン自動計算機”, 電気通信学会電子計算
機研究専門委員会資料, 1957年 1月 18日.
[2] 高橋秀俊, 和田英一他: “Parametron Computer PC-1”, 電気通信学会第 57回電子計算機研究
専門委員会資料, 1958年 9月 25日 http://www.iijlab.net/~ew/pc1/singakukai.html.
[3] 田中哲朗: “プログラミングコンテスト実施報告”, 夏のプログラミング・シンポジウム「プロ
グラミングの鉄人 — プログラミングの技」報告集, pp.3–14(2001年 8月 22日～8月 24日).
[4] 和田英一: “万能 FIFOL機械”, 第 46回プログラミング・シンポジウム報告集, pp.71–82(2005
年 1月 11日～13日).


